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Fig.１　Salivary secretion rate at rest in the ages













































Table.２　 Salivary secretion rate, protein and sIgA output of elder subjects（≧50 
years old）with high saliva flow rate and with low saliva flow rate.
Fig.３　 Dental occlusal force and occlusal area in elder groups（≧50 years 
old）with high saliva flow rate and with low saliva flow rate　
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タンパク合成が亢進し、唾液中にタンパク質が分
泌される。唾液中の感染予防物質としては粘膜防
禦抗体である分泌型IgA物質が挙げられるが、そ
れ以外にも唾液タンパク質にはリゾチームやラク
トフェリンといった抗菌物質が含まれている。同
年齢の中においては積極的な運動習慣を実施して
いる被験者らは自律神経系の活動が比較的活発で
あると予想される。しかし、それ以上に加齢によ
る自律神経活動の低下が唾液分泌能力にも影響を
もたらしたと考えられる。その一方で、高年者で
も咬合力や接触面積の高い、すなわち咀嚼能力の
備わった方が、唾液分泌能力も良好であり、口腔
感染防禦作用も高い事が示唆された。
咀嚼は顔面・口腔領域の多くの筋活動によって
なされる複雑な運動である。咀嚼運動時の歯根膜、
咬筋の筋紡錘などの感覚刺激は脳血流を増加させ
る。加齢と共に脳血流は低下し、脳萎縮との関連
性も取りざたされている。したがって、咀嚼運動
の低下は脳への刺激が減少し、神経細胞死をもた
らすとともに、生化学的成分やホルモン分泌によ
る液性機能へも影響すると推察される。これより、
運動習慣を継続していても加齢による唾液分泌能
力の低下は避けられないが、口腔感染防禦作用ば
かりでなく、体力の維持や脳機能の活性化という
観点からも咀嚼能力を保持していくことは重要で
あると考えられる。
本研究は体育学部付属体育研究所の平成 19年
度研究助成によって実施した。
